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2025年９月１日、日興アセットマネジメント株式会社は 
「アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社」に社名変更します。 
社名変更後URL : www.amova-am.com 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型）」は、2025年７月７日に第12期の決算を行な
いましたので、期中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／不動産投信 

信 託 期 間 2013年10月21日から原則無期限です。 

運 用 方 針 
主として「世界ＲＥＩＴマザーファンド」受益証券に投資を行ない、インカム収益の確保と中長期的な信託財産の成

長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド 

（ １ 年 決 算 型 ） 
「世界ＲＥＩＴマザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

世界ＲＥＩＴマザーファンド 
世界各国の金融商品取引所に上場されている不動産投資信託を主要投資対象と

します。 

組 入 制 限 

ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド 

（ １ 年 決 算 型 ） 

株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

世界ＲＥＩＴマザーファンド 外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 
＜442194＞ 

ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

第12期（決算日 2025年７月７日） 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

Ｓ ＆ Ｐ 先 進 国 Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 指 数 
（税引後配当込み、ヘッジなし・円ベース） 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

８期(2021年７月５日) 17,164 10 36.9 187.11 37.5 96.6 4,806 

９期(2022年７月５日) 19,309 10 12.6 205.57 9.9 96.6 4,416 

10期(2023年７月５日) 20,414 0 5.7 211.45 2.9 95.8 3,843 

11期(2024年７月５日) 23,565 0 15.4 244.75 15.7 96.3 4,122 

12期(2025年７月７日) 23,447 0 △ 0.5 242.62 △ 0.9 97.0 4,908 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 参考指数は、スタンダード＆プアーズ ファイナンシャル サービシズ エル エル シー社（Ｓ＆Ｐ社）の発表する「Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ

指数（税引後配当込み）」を円換算した指数で、設定時を100として2025年７月７日現在知りえた情報に基づいて指数化しています。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

Ｓ ＆ Ｐ 先 進 国 Ｒ Ｅ Ｉ Ｔ 指 数 
（税引後配当込み、ヘッジなし・円ベース） 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 （ 参 考 指 数 ） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2024年７月５日 23,565 － 244.75 － 96.3 

７月末 23,725 0.7 245.39 0.3 96.5 

８月末 23,639 0.3 245.04 0.1 96.2 

９月末 24,162 2.5 250.77 2.5 96.9 

10月末 25,189 6.9 262.98 7.5 96.3 

11月末 25,008 6.1 262.05 7.1 97.1 

12月末 24,150 2.5 253.23 3.5 97.1 

2025年１月末 23,973 1.7 251.70 2.8 92.3 

２月末 23,938 1.6 248.89 1.7 96.8 

３月末 23,479 △0.4 241.98 △1.1 96.4 

４月末 22,357 △5.1 228.97 △6.4 97.2 

５月末 23,128 △1.9 238.51 △2.6 96.7 

６月末 23,160 △1.7 240.12 △1.9 96.2 

(期  末)      

2025年７月７日 23,447 △0.5 242.62 △0.9 97.0 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

○運用経過 (2024年７月６日～2025年７月７日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（税引後配当込み、ヘッジなし・円ベース）は、期首（2024年７月５日）の値

が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（税引後配当込み、ヘッジなし・円ベース）は当ファンドの参考指数です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、世界各国の金融商品取引所に上場されている不動産投資信託に実質的に投資を行

ない、インカム収益の確保を図るとともに、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なっております。

当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・インフレの鈍化傾向が継続する中、複数の主要中央銀行が利下げ開始に踏み切ったことや、今後数ヵ月内の

利下げ開始の可能性を示唆したこと（2024年７月、８月、９月）。 

・米国大統領選挙の結果を受け、新政権下における景気刺激策の導入や規制緩和の方針への期待感がインフ

レ再燃への警戒感を上回ったこと（2024年11月）。 

・複数の主要中央銀行がハト派（金融緩和的な政策を支持）寄りになったことや、米トランプ新政権による関

期中の基準価額等の推移 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

税措置などを含む政策の不透明感が後退したこと（2025年１月、２月）。 

・米中貿易交渉の進展や欧州連合（ＥＵ）に対する追加関税の発動日延期など、米関税政策を巡る懸念の緩和

や政策面での前向きな展開が見られたこと。また中東の地政学的リスクが緩和したこと（2025年５月、６

月）。 

 

＜値下がり要因＞ 

・堅調な経済データや政治的不透明感およびインフレ再燃のリスクが意識され、低下傾向となっていた長期

金利が上昇に転じたこと（2024年９月、10月）。 

・米国の予想を上回る経済成長率や新政権における景気刺激策の導入期待、また多くの主要国におけるイン

フレ再燃懸念などを背景に、利下げ観測が後退したこと（2024年12月）。 

・米トランプ政権による成長促進や規制緩和をめざす政策を巡る楽観的姿勢が後退したことや各種経済デー

タの軟化を背景に、先行き懸念や景気後退懸念が意識されたこと（2025年３月）。 

・米国発表の相互関税の内容が予想以上に広範な国および地域を対象としたことや、総じて高い税率が設定

されたことなどを受け、先行き不透明感が強まったこと（2025年４月）。 

 

 

（グローバルＲＥＩＴ市況） 

2024年上半期の大半は利下げの最終的なタイミングやペース、インフレや世界経済の行方などの不確定要

素を背景に一進一退の展開となりました。その動きは、期間初めの2024年第３四半期以降変化し、インフレ鈍

化の兆しが明らかになるにつれ利下げ観測を背景に長期金利が低下するなど緩和的な金融環境を追い風に上

昇基調で推移しました。第４四半期以降は、米国の予想を上回る経済成長率や新政権における景気刺激策の導

入期待、また多くの主要国におけるインフレ再燃懸念などを背景に利下げ観測が後退すると、長期金利が上昇

するなか、グローバルＲＥＩＴ市場は軟調推移となりました。 

2025年第１四半期以降は、ＲＥＩＴのディフェンシブ（景気動向に左右されにくい）性が選好される展開で

始まりましたが、2025年３月および４月には米国の関税政策を巡る懸念、発表された相互関税が予想以上に広

範な国および地域を対象としたことや、総じて高い税率が設定されたことなどがリスク市場全体の重しとな

りました。期間後半にかけては、米関税政策を巡る懸念の緩和や中東の地政学的リスクの緩和を背景に上昇推

移となりました。 

 

 

  

投資環境 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 

 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「世界ＲＥＩＴマザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ないました。 

 

（世界ＲＥＩＴマザーファンド） 

ファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）が良好で安定した分配金利回りが見込めるＲＥＩＴに投資を行な

い、インカムゲインおよびキャピタルゲインをバランスよく獲得することをめざして運用を行ないました。 

ポートフォリオにおいては、市場の見通しや相対的価値判断に基づき、地域、セクター、銘柄のアロケー

ション変更を行ないました。大陸欧州および英国のウェイトを増やし、またより小幅ながらオーストラリアお

よびシンガポールのウェイトを増やしました。なお、日本および香港のウェイトを減らしました。米国は最大

のエクスポージャーを維持しました。 

 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設

けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第12期 

2024年７月６日～ 
2025年７月７日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 13,446   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 
  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（税引後配当込み、ヘッジなし・円

ベース）は当ファンドの参考指数です。 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「世界ＲＥＩＴマザーファンド」受益証券を原則として高位に組み

入れて運用を行ないます。 

 

（世界ＲＥＩＴマザーファンド） 

米国の貿易政策がマクロ経済環境の不確実性を高めているものの、グローバルＲＥＩＴ市場の見通しは引

き続き概ね前向きであると考えます。米国の貿易政策が今後の世界経済や金融政策に与える影響は不確実で、

幅広い可能性を含みながら常に変化しています。このような不確実なマクロ環境下では、近年過小評価されて

きたＲＥＩＴの魅力が投資家の関心を集めることが引き続き期待されます。 

金融環境は、2024年第４四半期の大半において引き締め傾向となり、その後2025年第１四半期以降は方向感

を欠く展開となっています。名目金利の大幅な変動、信用スプレッド（利回り格差）の最低値からの拡大やイ

ンフレ期待の後退など、市場の変動要因は不安定な推移を継続しています。金利の短期的な方向性や最終的な

水準については不透明感があるものの、過去数年間に亘り見られた金融環境の大幅な引き締めを考慮すると、

今後は金融環境が市場への逆風になることは少ないものと考えます。また金融環境の緩和進行はグローバル

ＲＥＩＴ市場にとっての追い風となることが期待されます。 

内部成長の観点から見ると、不動産ファンダメンタルズの見通しは堅調推移が見込まれ、また新規供給の減

少傾向も多くのセクターの好調推移を下支えするものと期待されます。景気感応度の高いセクターは景気減

速の影響を最も受けやすくなるとみています。外部成長の見通しについては改善傾向にあり、多くの企業が高

い成長を遂げられる体制を維持する一方で、市場の不確実性を背景に慎重な対応が求められると考えます。 

バリュエーション（価値評価）の観点から見ると、グローバルＲＥＩＴは平均すると純資産価値（ＮＡＶ）

に近い水準で取引されていますが、多くのセクターや地域では引き続き大幅な割安感も見られます。不動産取

引活動は2025年年初来の活性化から一転し様子見ムードが見込まれます。またグローバルＲＥＩＴは足元で

回復局面を迎えている株式市場全体との対比において、依然として割安であると考えます。 

まとめると、グローバルＲＥＩＴの魅力的な初期評価額、堅調な成長見通し、また近年過小評価されてきた

構造的な特性が投資家の関心を引きつけるものと考えます。 

ポートフォリオについては、引き続き、独自の評価に基づいたＲＥＩＴの資産価値および市場価格の比較に

おいて、相対的に魅力的であると判断されたＲＥＩＴを組み入れていく方針です。 

資産価値の評価には、現在の配当、保有不動産の質、経営陣の能力、内部成長の潜在性、新規投資による外

部成長の可能性などが含まれます。これらを考慮したバリュエーションは定期的かつ機動的に見直され、それ

により長期的な収益増加と保有資産の質の向上が見込まれるＲＥＩＴを選別することが可能となります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

○１万口当たりの費用明細 (2024年７月６日～2025年７月７日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 395  1.659  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (229)  (0.962)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (145)  (0.608)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 21)  (0.088)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 17   0.071   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 17)  (0.071)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 5   0.022   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  5)  (0.022)   

（d） そ の 他 費 用 31   0.128   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  6)  (0.026)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） ( 19)  (0.078)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 （ そ の 他 ） (  5)  (0.020)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 448   1.880    

期中の平均基準価額は、23,825円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.78％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

○売買及び取引の状況 (2024年７月６日～2025年７月７日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
世界ＲＥＩＴマザーファンド 275,597 1,285,922 117,763 548,390 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2024年７月６日～2025年７月７日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年７月６日～2025年７月７日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。  

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年７月６日～2025年７月７日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2025年７月７日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

世界ＲＥＩＴマザーファンド 884,074 1,041,909 4,807,472 
 
（注） 親投資信託の2025年７月７日現在の受益権総口数は、62,634,799千口です。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

○投資信託財産の構成 (2025年７月７日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

世界ＲＥＩＴマザーファンド 4,807,472 97.1 

コール・ローン等、その他 144,085 2.9 

投資信託財産総額 4,951,557 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） 世界ＲＥＩＴマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（275,943,866千円）の投資信託財産総額（290,832,261千円）に

対する比率は94.9％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=144.41円、1カナダド

ル=106.11円、1メキシコペソ=7.7621円、1ユーロ=170.11円、1イギリスポンド=197.06円、1オーストラリアドル=94.43円、1香港ドル=

18.39円、1シンガポールドル=113.25円。 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年７月７日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,951,557,184   

 コール・ローン等 144,082,572   

 世界ＲＥＩＴマザーファンド(評価額) 4,807,472,704   

 未収利息 1,908   

(B) 負債 43,102,857   

 未払解約金 1,205,317   

 未払信託報酬 38,329,428   

 その他未払費用 3,568,112   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,908,454,327   

 元本 2,093,444,157   

 次期繰越損益金 2,815,010,170   

(D) 受益権総口数 2,093,444,157口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 23,447円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は1,749,386,203円、期中追加設定元本

額は764,306,627円、期中一部解約元本額は420,248,673円です。

（注） １口当たり純資産額は2.3447円です。 
 

○損益の状況 (2024年７月６日～2025年７月７日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 435,810   

 受取利息 435,810   

(B) 有価証券売買損益 30,015,721   

 売買益 49,314,639   

 売買損 △   19,298,918   

(C) 信託報酬等 △   75,842,716   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   45,391,185   

(E) 前期繰越損益金 1,058,526,709   

(F) 追加信託差損益金 1,801,874,646   

 (配当等相当額) (  1,450,624,442)  

 (売買損益相当額) (    351,250,204)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,815,010,170   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,815,010,170   

 追加信託差損益金 1,801,874,646   

 (配当等相当額) (  1,452,744,798)  

 (売買損益相当額) (    349,129,848)  

 分配準備積立金 1,155,778,709   

 繰越損益金 △  142,643,185   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一

部を委託するために要した費用のうち、2024年７月６日～2025

年７月７日の期間に当ファンドが負担した費用は16,847,376

円です。  
（注）分配金の計算過程（2024年７月６日～2025年７月７日）は以下の通りです。 

項 目 
2024年７月６日～ 
2025年７月７日 

a. 配当等収益(経費控除後) 97,252,000円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,659,231,461円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 1,058,526,709円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 2,815,010,170円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 13,446円 

g. 分配金 0円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（１年決算型） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年７月６日から2025年７月７日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、運用報告書（全体版）は電磁的方法により提供する旨を定めている規定につき、投

資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に即した記載に変更するべく、2025年４月１日付けにて

信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（第58条の２） 

 

 

 日興アセットマネジメント株式会社は、2025年９月１日よりアモーヴァ・アセットマネジメント株式会社に

社名変更します。また、ホームページアドレスも「www.amova-am.com」へ変更となります。 

 

※本書が、受益者の皆さまのお手元に届く際には、社名変更が行われている場合がありますので、ご留意くだ

さい。 

 

 

 

 

 

約款変更について 

その他の変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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